
号

外

一�
平

成
二
十
一
年

七

月
十
四
日

本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し

目

次

条

例

○
岐
阜
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

(

税

務

課)

三
ペ
ー
ジ

○
岐
阜
県
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

(

国

際

課)

五

○
岐
阜
県
高
等
学
校
授
業
料
減
免
事
業
等
支
援
臨
時
特
例
基
金
条
例

(

人
づ
く
り
文
化
課)

六

○
岐
阜
県
歯
科
技
工
士
試
験
委
員
等
設
置
条
例
及
び
岐
阜
県
厚
生
環
境

関
係
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

(

医
療
整
備
課)

六

○
岐
阜
県
地
域
自
殺
対
策
緊
急
強
化
基
金
条
例

(

保
健
医
療
課)

七

○
岐
阜
県
介
護
職
員
処
遇
改
善
等
臨
時
特
例
基
金
条
例

(

高
齢
福
祉
課)

八

○
岐
阜
県
介
護
基
盤
緊
急
整
備
等
臨
時
特
例
基
金
条
例

(
同

)

八

○
岐
阜
県
社
会
福
祉
施
設
等
耐
震
化
等
臨
時
特
例
基
金
条
例

(
障
害
福
祉
課)

九

○
岐
阜
県
子
育
て
支
援
対
策
臨
時
特
例
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

(

子
ど
も
家
庭
課)

一
〇

○
岐
阜
県
森
林
整
備
加
速
化
・
林
業
再
生
基
金
条
例

(

林

政

課)

一
〇

○
岐
阜
県
地
域
活
性
化
・
公
共
投
資
基
金
条
例

(

建
設
政
策
課)
一
〇

○
岐
阜
県
土
木
関
係
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

(

公
共
建
築
住
宅
課)
一
一

○
岐
阜
県
地
域
グ
リ
ー
ン
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
基
金
条
例

(

環
境
生
活
政
策
課)

一
四

◇
岐
阜
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

(

条
例
第
四
九
号)

一

県
民
税

個
人
が
、
平
成
二
一
年
及
び
平
成
二
二
年
中
に
取
得
し
た
土
地
で
、
所
有
期
間
が
五
年
を
超

え
る
も
の
の
譲
渡
を
し
た
場
合
に
、
長
期
譲
渡
所
得
か
ら
一
、
〇
〇
〇
万
円
を
控
除
す
る
こ
と

と
し
た
。(

附
則
第
一
〇
条
関
係)

二

不
動
産
取
得
税

１

農
地
保
有
合
理
化
法
人
が
取
得
す
る
土
地
に
係
る
納
税
義
務
の
免
除
及
び
課
税
標
準
の
特

例
措
置
に
つ
い
て
、
対
象
に｢

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法｣

に
規
定
す
る
農
地
利
用
集
積

円
滑
化
団
体
が
取
得
す
る
土
地
を
追
加
す
る
こ
と
と
し
た
。(

第
五
八
条
の
六
、
第
五
八
条

の
七
、
附
則
第
七
条
及
び
附
則
第
七
条
の
七
関
係)

２

｢

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法｣

に
規
定
す
る
農
地
所
有
者
代
理
事
業
に
よ
り
取
得
す
る

農
用
地
区
域
内
に
あ
る
土
地
に
つ
い
て
、
当
該
取
得
が
平
成
二
三
年
三
月
三
一
日
ま
で
に
行

わ
れ
た
と
き
に
限
り
、
当
該
土
地
の
価
格
の
三
分
の
一
に
相
当
す
る
額
を
価
格
か
ら
控
除
す

る
こ
と
と
し
た
。(

附
則
第
七
条
関
係)

３

資
源
生
産
性
革
新
計
画
又
は
中
小
企
業
承
継
事
業
再
生
計
画
に
従
っ
て
な
さ
れ
た
事
業
の

譲
渡
又
は
資
産
の
譲
渡
に
伴
う
不
動
産
の
取
得
に
対
し
て
課
す
る
不
動
産
取
得
税
に
つ
い
て
、

税
額
か
ら
価
格
の
六
分
の
一
に
相
当
す
る
額
に
税
率
を
乗
じ
て
得
た
額
を
減
額
す
る
こ
と
と

し
た
。(

附
則
第
七
条
の
四
関
係)

三

そ
の
他
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

四

こ
の
条
例
は
、
一
部
の
規
定
を
除
き
、｢

農
地
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律｣

の
施
行
の

日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

◇
岐
阜
県
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

(

条
例
第
五
〇
号)
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(

休
日
に
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た
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き
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翌
日)

平
成
二
十
一
年
七
月
十
四
日



一
｢

旅
券
法｣

に
基
づ
く
知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
一
部
を
揖
斐
川
町
、
大
野
町
及
び
池

田
町
が
処
理
す
る
こ
と
と
す
る
た
め
に
、
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。(

別
表
第
一

関
係)

二

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
一
年
一
〇
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

◇
岐
阜
県
高
等
学
校
授
業
料
減
免
事
業
等
支
援
臨
時
特
例
基
金
条
例

(

条
例
第
五
一
号)

一

経
済
情
勢
及
び
雇
用
情
勢
の
悪
化
に
よ
り
高
等
学
校
等
で
の
修
学
が
困
難
な
生
徒
に
対
す
る

修
学
の
支
援
に
要
す
る
資
金
に
充
て
る
た
め
、
岐
阜
県
高
等
学
校
授
業
料
減
免
事
業
等
支
援
臨

時
特
例
基
金
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
た
。(

本
則
関
係)

二

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
四
年
三
月
三
一
日
限
り
、
そ
の
効
力
を
失
う
こ
と
と
し
た
。(

附
則

第
二
項
関
係)

三

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

◇
岐
阜
県
歯
科
技
工
士
試
験
委
員
等
設
置
条
例
及
び
岐
阜
県
厚
生
環
境
関
係
手
数
料
徴
収
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

(

条
例
第
五
二
号)

一

｢

歯
科
技
工
士
法｣

等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
所
要
の
規
定
の
整
理
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

二

こ
の
条
例
は
、
一
部
の
規
定
を
除
き
、
平
成
二
一
年
九
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

◇
岐
阜
県
地
域
自
殺
対
策
緊
急
強
化
基
金
条
例

(

条
例
第
五
三
号)

一

自
殺
対
策
の
強
化
を
図
る
た
め
の
事
業
に
要
す
る
資
金
に
充
て
る
た
め
、
岐
阜
県
地
域
自
殺

対
策
緊
急
強
化
基
金
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
た
。(

本
則
関
係)

二

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
四
年
一
二
月
三
一
日
限
り
、
そ
の
効
力
を
失
う
こ
と
と
し
た
。(

附

則
第
二
項
関
係)

三

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

◇
岐
阜
県
介
護
職
員
処
遇
改
善
等
臨
時
特
例
基
金
条
例

(

条
例
第
五
四
号)

一

介
護
職
員
の
処
遇
改
善
等
に
要
す
る
資
金
に
充
て
る
た
め
、
岐
阜
県
介
護
職
員
処
遇
改
善
等

臨
時
特
例
基
金
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
た
。(

本
則
関
係)

二

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
四
年
三
月
三
一
日
限
り
、
そ
の
効
力
を
失
う
こ
と
と
し
た
。(

附
則

第
二
項
関
係)

三

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

◇
岐
阜
県
介
護
基
盤
緊
急
整
備
等
臨
時
特
例
基
金
条
例

(

条
例
第
五
五
号)

一

地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
等
の
整
備
事
業
に
要
す
る
資
金
に
充
て
る
た
め
、
岐
阜
県

介
護
基
盤
緊
急
整
備
等
臨
時
特
例
基
金
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
た
。(

本
則
関
係)

二

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
四
年
六
月
三
〇
日
限
り
、
そ
の
効
力
を
失
う
こ
と
と
し
た
。(

附
則

第
二
項
関
係)

三

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

◇
岐
阜
県
社
会
福
祉
施
設
等
耐
震
化
等
臨
時
特
例
基
金
条
例

(

条
例
第
五
六
号)

一

社
会
福
祉
施
設
等
の
耐
震
化
整
備
事
業
及
び
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
整
備
事
業
に
要
す
る
資
金
に

充
て
る
た
め
、
岐
阜
県
社
会
福
祉
施
設
等
耐
震
化
等
臨
時
特
例
基
金
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
た
。

(

本
則
関
係)

二

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
四
年
三
月
三
一
日
限
り
、
そ
の
効
力
を
失
う
こ
と
と
し
た
。(

附
則

第
二
項
関
係)

三

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

◇
岐
阜
県
子
育
て
支
援
対
策
臨
時
特
例
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

(

条
例
第
五
七
号)

一

岐
阜
県
子
育
て
支
援
対
策
臨
時
特
例
基
金
条
例
が
効
力
を
失
う
日
を
平
成
二
三
年
三
月
三
一

日
か
ら
平
成
二
七
年
三
月
三
一
日
に
変
更
す
る
こ
と
と
し
た
。(

附
則
第
二
項
関
係)

二

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

◇
岐
阜
県
森
林
整
備
加
速
化
・
林
業
再
生
基
金
条
例

(

条
例
第
五
八
号)

一

間
伐
等
の
森
林
整
備
の
加
速
化
及
び
間
伐
材
等
の
森
林
資
源
を
活
用
し
た
林
業
・
木
材
産
業

等
の
地
域
産
業
の
再
生
を
図
る
た
め
の
事
業
に
要
す
る
資
金
に
充
て
る
た
め
、
岐
阜
県
森
林
整

備
加
速
化
・
林
業
再
生
基
金
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
た
。(

本
則
関
係)

二

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
四
年
六
月
三
〇
日
限
り
、
そ
の
効
力
を
失
う
こ
と
と
し
た
。(

附
則

第
二
項
関
係)

三

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

◇
岐
阜
県
地
域
活
性
化
・
公
共
投
資
基
金
条
例

(

条
例
第
五
九
号)

一

地
域
に
お
け
る
公
共
投
資
事
業
に
要
す
る
資
金
に
充
て
る
た
め
、
岐
阜
県
地
域
活
性
化
・
公

共
投
資
基
金
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
た
。(

本
則
関
係)

二

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

◇
岐
阜
県
土
木
関
係
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

(

条
例
第
六
〇
号)

一
｢

長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に
関
す
る
法
律｣

の
施
行
に
伴
い
、
長
期
優
良
住
宅
建
築

等
計
画
の
認
定
に
要
す
る
費
用
等
と
し
て
、
長
期
優
良
住
宅
建
築
等
計
画
認
定
申
請
手
数
料
等

を
新
た
に
徴
収
す
る
こ
と
と
し
た
。(

別
表
第
一
関
係)

二

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
一
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

◇
岐
阜
県
地
域
グ
リ
ー
ン
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
基
金
条
例

(

条
例
第
六
一
号)

一

地
球
温
暖
化
対
策
等
の
環
境
問
題
の
解
決
を
図
る
た
め
の
事
業
に
要
す
る
資
金
に
充
て
る
た
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め
、
岐
阜
県
地
域
グ
リ
ー
ン
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
基
金
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
た
。(

本
則
関
係)

二

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
四
年
五
月
三
一
日
限
り
、
そ
の
効
力
を
失
う
こ
と
と
し
た
。(

附
則

第
二
項
関
係)

三

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

条

例

岐
阜
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
一
年
七
月
十
四
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

岐
阜
県
条
例
第
四
十
九
号

岐
阜
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

岐
阜
県
税
条
例(

昭
和
二
十
五
年
岐
阜
県
条
例
第
二
十
二
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
十
八
条
の
六
の
見
出
し
中｢

農
地
保
有
合
理
化
事
業
に
係
る｣

を｢

農
地
保
有
合
理
化
法
人
等

の｣

に
改
め
、
同
条
第
一
項
中｢

第
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
農
地
保
有
合
理
化
法
人
が
、
同
項
第
一

号｣

を｢

第
八
条
第
一
項
又
は
第
十
一
条
の
十
二
に
規
定
す
る
農
地
保
有
合
理
化
法
人
又
は
農
地
利
用

集
積
円
滑
化
団
体(

以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て｢

農
地
保
有
合
理
化
法
人
等｣

と
い
う
。)

が
、

同
法
第
四
条
第
二
項
第
一
号｣

に
、｢

当
該
農
地
保
有
合
理
化
法
人｣

を｢

当
該
農
地
保
有
合
理
化
法

人
等｣

に
改
め
、
同
条
第
二
項
中｢

法
人｣

を｢

農
地
保
有
合
理
化
法
人
等｣

に
改
め
る
。

第
五
十
八
条
の
七
第
二
項
中｢

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
第
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
農
地
保
有

合
理
化
法
人｣

を｢

農
地
保
有
合
理
化
法
人
等｣

に
、｢

当
該
農
地
保
有
合
理
化
法
人｣

を｢

当
該
農

地
保
有
合
理
化
法
人
等｣

に
改
め
、
同
条
第
三
項
中｢

農
地
保
有
合
理
化
法
人｣

を｢

農
地
保
有
合
理

化
法
人
等｣

に
改
め
る
。

第
五
十
八
条
の
七
の
三
第
一
項
中｢

農
地
法｣

の
下
に｢(

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
二
十
九
号)｣

を
加
え
、｢

第
二
条
第
七
項｣

を｢

第
二
条
第
三
項｣

に
改
め
る
。

第
八
十
四
条
中｢

第
六
十
二
条
第
一
項
の
検
査
の
申
請
者｣

を｢

第
六
十
二
条
第
二
項(

同
法
第
六

十
七
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の
規
定
に
よ
り
自
動
車
検
査
証
の
返
付
を
受
け

よ
う
と
す
る
者｣

に
、｢

第
九
十
七
条
の
二
に
規
定
す
る｣

を｢

第
九
十
七
条
の
二
第
一
項
の｣

に
、

｢

そ
の
検
査｣

を｢

そ
の
自
動
車
検
査
証
の
返
付｣

に
改
め
る
。

附
則
第
五
条
第
二
項
中｢

第
五
条
の
四
第
一
項｣

の
下
に｢

、
第
五
条
の
四
の
二
第
一
項｣

を
加
え

る
。附

則
第
七
条
第
六
項
中｢

第
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
農
地
保
有
合
理
化
法
人
が
、
同
項
第
一
号｣

を｢

第
八
条
第
一
項
又
は
第
十
一
条
の
十
二
に
規
定
す
る
農
地
保
有
合
理
化
法
人
又
は
農
地
利
用
集
積

円
滑
化
団
体
が
、
同
法
第
四
条
第
二
項
第
一
号｣

に
、｢

平
成
十
年
度｣

を｢

平
成
二
十
一
年
度｣

に
、

｢

平
成
十
年
四
月
一
日｣

を｢

農
地
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律(

平
成
二
十
一
年
法
律
第
五
十
七

号)

の
施
行
の
日｣

に
改
め
、
同
条
第
二
十
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

20

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
第
四
条
第
三
項
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
農
地
所
有
者
代
理
事
業
に
よ

り
農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
第
八
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
農
用
地
区
域
内
に
あ

る
土
地
を
取
得
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
土
地
の
取
得(

第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
土
地
の

取
得
を
除
く
。)

に
対
し
て
課
す
る
不
動
産
取
得
税
の
課
税
標
準
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
当
該
取
得

が
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
行
わ
れ
た
と
き
に
限
り
、
当
該
土
地
の
価
格
の
三
分
の
一

に
相
当
す
る
額(

当
該
取
得
が
他
の
土
地
と
の
交
換
に
よ
る
取
得
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該

三
分
の
一
に
相
当
す
る
額
又
は
当
該
交
換
に
よ
つ
て
失
つ
た
土
地
の
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ

れ
た
価
格(

当
該
交
換
に
よ
つ
て
失
つ
た
土
地
の
価
格
が
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
な

い
場
合
に
は
、
施
行
令
附
則
第
七
条
第
二
十
四
項
に
規
定
す
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
知
事
が
法
第
三
百

八
十
八
条
第
一
項
の
固
定
資
産
評
価
基
準
に
よ
つ
て
決
定
し
た
価
格)

に
相
当
す
る
額
の
い
ず
れ
か

多
い
額)

を
価
格
か
ら
控
除
す
る
も
の
と
す
る
。

附
則
第
七
条
第
二
十
一
項
中｢

第
七
条
第
二
十
四
項｣

を｢

第
七
条
第
二
十
五
項｣

に
改
め
、
同
条

第
二
十
二
項
中｢

第
七
条
第
二
十
五
項｣

を｢

第
七
条
第
二
十
六
項｣

に
、｢

第
七
条
第
二
十
六
項｣

を｢

第
七
条
第
二
十
七
項｣

に
改
め
、
同
条
第
二
十
三
項
中｢

第
七
条
第
二
十
七
項｣

を｢

第
七
条
第

二
十
八
項｣

に
、｢

同
条
第
二
十
五
項｣

を｢

同
条
第
二
十
六
項｣

に
、｢

同
条
第
二
十
六
項｣

を｢

同

条
第
二
十
七
項｣

に
、｢

施
行
令
附
則
第
七
条
第
二
十
八
項｣

を｢

同
条
第
二
十
九
項｣

に
改
め
、
同

条
第
二
十
四
項
中｢

第
八
条
第
一
項｣

を｢

第
八
条
第
二
項
第
一
号｣

に
、｢

農
業
振
興
地
域
整
備
計

画
に
お
い
て
農
用
地
区
域
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
区
域｣

を｢

農
用
地
区
域｣

に
、｢

農
業
経
営
基

盤
強
化
促
進
法
第
二
十
七
条
の
三
第
三
項｣

を｢

農
地
法
第
三
十
五
条
第
二
項｣

に
、｢

第
二
十
七
条

の
四
第
二
項｣

を｢
第
三
十
六
条
第
二
項｣

に
、｢

当
該
取
得
が｣

を｢

当
該
取
得
が
農
地
法
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律(
平
成
二
十
一
年
法
律
第
五
十
七
号)

の
施
行
の
日
か
ら｣

に
、｢

に
行
わ
れ
た｣
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五

特
別
措
置
法
第
三

十
九
条
の
三
第
三
項

に
規
定
す
る
認
定
中

小
企
業
承
継
事
業
再

生
計
画

四

特
別
措
置
法
第
十

二
条
第
二
項
に
規
定

す
る
認
定
資
源
生
産

性
革
新
計
画

特
別
措
置
法
第
三
十
九
条
の
二
第
一
項
の

規
定
に
よ
る
認
定(

特
別
措
置
法
第
三
十

九
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の

認
定
を
含
む
。)

特
別
措
置
法
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
認
定(

特
別
措
置
法
第
十
二
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
認
定
を
含
む
。)

特
別
措
置
法
第
三
十
九

条
の
三
第
一
項
に
規
定

す
る
認
定
中
小
企
業
承

継
事
業
再
生
事
業
者

特
別
措
置
法
第
十
二
条

第
一
項
に
規
定
す
る
認

定
資
源
生
産
性
革
新
事

業
者

を｢
の
間
に
行
わ
れ
た｣

に
改
め
、
同
条
第
二
十
七
項
中｢

第
七
条
第
三
十
項｣

を｢

第
七
条
第
三
十

一
項｣
に
改
め
、
同
条
第
二
十
八
項
中

｢

第
七
条
第
三
十
一
項｣

を

｢

第
七
条
第
三
十
二
項｣

に
、

｢

第
七
条
第
三
十
二
項｣

を｢

第
七
条
第
三
十
三
項｣

に
改
め
、
同
条
第
三
十
項
中｢

文
化
財
保
護
法｣

の
下
に｢(
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号)｣

を
加
え
、｢

第
七
条
第
三
十
三
項｣

を｢

第
七
条

第
三
十
四
項｣
に
改
め
、
同
条
第
三
十
二
項
中｢(

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号)｣

を
削
り
、

｢

第
七
条
第
三
十
四
項｣
を｢

第
七
条
第
三
十
五
項｣

に
改
め
る
。

附
則
第
七
条
の
四
第
七
項
中｢

平
成
二
十
一
年
四
月
一
日｣

を｢

我
が
国
に
お
け
る
産
業
活
動
の
革

新
等
を
図
る
た
め
の
産
業
活
力
再
生
特
別
措
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律(

平
成
二
十
一
年
法
律

第
二
十
九
号)

の
施
行
の
日｣

に
、｢
同
表
第
三
号｣

を｢

同
表
第
二
号
及
び
第
五
号｣

に
改
め
、
同

項
の
表
第
一
号
中｢

産
業
活
力
再
生
特
別
措
置
法｣

を｢

産
業
活
力
の
再
生
及
び
産
業
活
動
の
革
新
に

関
す
る
特
別
措
置
法｣

に
改
め
、
同
表
第
二
号
を
削
り
、
同
表
第
三
号
中｢

第
十
条
第
二
項｣

を｢

第

八
条
第
二
項｣

に
、｢

第
九
条
第
一
項｣

を｢
第
七
条
第
一
項｣

に
、｢

第
十
条
第
一
項｣

を｢

第
八
条

第
一
項｣

に
改
め
、
同
号
を
同
表
第
二
号
と
し
、
同
表
第
四
号
を
削
り
、
同
表
第
五
号
中｢

第
十
四
条

第
二
項｣

を｢

第
十
条
第
二
項｣

に
、｢

第
十
三
条
第
一
項｣
を｢

第
九
条
第
一
項｣

に
、｢

第
十
四
条

第
一
項｣

を｢

第
十
条
第
一
項｣

に
改
め
、
同
号
を
同
表
第
三
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
よ
う
に
加

え
る
。

附
則
第
七
条
の
五
第
三
項
及
び
第
七
条
の
六
中｢

第
七
条
第
二
項｣

の
下
に｢

若
し
く
は
第
二
十
項｣

を
加
え
る
。

附
則
第
七
条
の
七
中｢

の
農
地
保
有
合
理
化
法
人｣

を｢

に
規
定
す
る
農
地
保
有
合
理
化
法
人
等｣

に
、｢

平
成
元
年
度｣

を｢

平
成
二
十
一
年
度｣

に
、｢

平
成
元
年
四
月
一
日｣

を｢

農
地
法
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律(

平
成
二
十
一
年
法
律
第
五
十
七
号)

の
施
行
の
日｣

に
改
め
る
。

附
則
第
八
条
第
一
項
中｢

、
第
十
六
項
及
び
第
二
十
項｣

を｢

か
ら
第
十
七
項
ま
で
、
第
二
十
一
項

及
び
第
二
十
二
項｣

に
改
め
、
同
条
第
二
項
中｢

第
十
七
項
、
第
十
八
項
、
第
二
十
二
項
か
ら
第
二
十

五
項
ま
で
、
第
二
十
六
項
第
二
号
及
び
第
二
十
九
項
、
第
七
十
条
の
七
第
一
項
及
び
第
二
項｣

を｢

第

十
八
項
、
第
十
九
項
、
第
二
十
三
項
、
第
二
十
六
項
か
ら
第
三
十
項
ま
で
、
第
三
十
一
項
第
二
号
及
び

第
三
十
四
項
、
第
七
十
条
の
八
第
一
項
及
び
第
二
項｣

に
改
め
、
同
条
第
三
項
中｢

第
十
六
項
第
二
号

又
は
第
十
八
項｣

を｢

第
十
七
項
第
二
号
、
第
十
九
項
又
は
第
二
十
二
項
第
一
号
若
し
く
は
第
五
号｣

に
、｢

同
条
第
二
十
四
項
若
し
く
は
第
二
十
五
項｣

を｢

同
条
第
二
十
九
項
若
し
く
は
第
三
十
項｣

に

改
め
、
同
条
第
四
項
中｢

第
十
二
項｣

を｢

第
十
三
項｣

に
改
め
、
同
条
第
五
項
中｢

第
二
十
項｣

と

あ
る
の
は｢｣

を｢

か
ら
第
十
七
項
ま
で
、
第
二
十
一
項
及
び
第
二
十
二
項｣

と
あ
る
の
は｢

、
第
十

六
項
及
び｣

に
、｢

及
び
第
二
十
九
項｣

と
あ
る
の
は｢

、
第
二
十
九
項
及
び
第
三
十
項｣

を｢

第
十

八
項
、
第
十
九
項
、
第
二
十
三
項
、
第
二
十
六
項
か
ら
第
三
十
項
ま
で
、
第
三
十
一
項
第
二
号
及
び
第

三
十
四
項
、
第
七
十
条
の
八
第
一
項
及
び
第
二
項｣

と
あ
る
の
は｢

第
十
七
項
、
第
十
八
項
、
第
二
十

二
項
か
ら
第
二
十
五
項
ま
で
、
第
二
十
六
項
第
二
号
、
第
二
十
九
項
及
び
第
三
十
項
、
第
七
十
条
の
七

第
一
項
及
び
第
二
項｣

に
、｢

又
は
第
十
八
項｣

と
あ
る
の
は｢｣

を｢

第
十
七
項
第
二
号
、
第
十
九

項
又
は
第
二
十
二
項
第
一
号
若
し
く
は
第
五
号｣

と
あ
る
の
は｢

第
十
六
項
第
二
号｣

に
、｢

同
条
第

二
十
四
項｣

を｢

同
条
第
二
十
九
項
若
し
く
は
第
三
十
項｣

に
改
め
、｢

第
七
十
条
の
四
第
二
十
四
項｣

の
下
に｢

若
し
く
は
第
二
十
五
項｣

を
加
え
る
。

附
則
第
十
条
第
一
項
中｢

第
三
十
五
条
第
一
項｣

の
下
に｢

、
第
三
十
五
条
の
二
第
一
項｣

を
加
え

る
。附

則
第
十
条
の
二
第
二
項
中｢

第
十
七
号｣

を｢

第
十
六
号｣

に
改
め
る
。

附
則
第
十
一
条
の
二
の
二
の
見
出
し
中｢

特
定
管
理
株
式｣

を｢

特
定
管
理
株
式
等｣

に
改
め
、
同

条
第
一
項
中｢

と
い
う
。)｣

の
下
に｢

又
は
同
項
に
規
定
す
る
特
定
保
有
株
式(

以
下
こ
の
項
に
お
い

て｢

特
定
保
有
株
式｣

と
い
う
。)｣

を
、｢

当
該
特
定
管
理
株
式｣

の
下
に｢

又
は
特
定
保
有
株
式｣

を
加
え
る
。

附
則
第
十
二
条
第
一
項
中｢

事
業
所
得
又
は｣

を｢

事
業
所
得
、
譲
渡
所
得
又
は｣

に
、｢

事
業
所

得
及
び｣

を｢

事
業
所
得
、
譲
渡
所
得
及
び｣

に
、｢

金
額
及
び｣

を｢

金
額
、
譲
渡
所
得
の
金
額
及

び｣
に
改
め
る
。

附

則
(

施
行
期
日)

１

こ
の
条
例
は
、
農
地
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律(

平
成
二
十
一
年
法
律
第
五
十
七
号)

の
施

行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施

行
す
る
。
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十
八
の
二
の
二

旅

券
法(

昭
和
二
十

六
年
法
律
第
二
百

六
十
七
号
。
以
下

こ
の
項
に
お
い
て

｢

法｣

と
い
う
。)

に
基
づ
く
事
務

(

急
を
要
す
る
場

合
そ
の
他
の
規
則

で
定
め
る
場
合
に

係
る
も
の
を
除
く
。)

１

法
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
一
般
旅
券
の
発
給
の

申
請
を
受
け
る
こ
と
。

２

法
第
三
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一

項
第
二
号
に
掲
げ
る
書
類
の
提
出
が
必
要
で
あ
る
と
認
め

る
こ
と
。

３

法
第
三
条
第
二
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
申
請
者
の
身

分
上
の
事
実
が
明
ら
か
で
あ
る
と
認
め
る
こ
と
。

４

法
第
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
申
請
者
が
人
違
い
で

な
い
こ
と
等
を
確
認
す
る
こ
と
及
び
こ
れ
を
立
証
す
る
書

類
の
提
示
等
を
求
め
る
こ
と
。

５

法
第
八
条
第
一
項(

法
第
九
条
第
三
項
、
法
第
十
条
第

四
項
及
び
法
第
十
二
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。)

の
規
定
に
よ
り
出
頭
を
求
め
て
一
般
旅
券
を

交
付
す
る
こ
と
。

６

法
第
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
出
頭
を
求
め
る
こ
と

な
く
一
般
旅
券
を
交
付
す
る
こ
と
。

７

法
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
一
般
旅
券
に
係
る
渡

航
先
の
追
加
の
申
請
を
受
け
る
こ
と
。

８

法
第
十
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
一
般
旅
券

の
記
載
事
項
の
訂
正
の
申
請
を
受
け
る
こ
と
。

９

法
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
一
般
旅
券
の
査
証

欄
の
増
補
の
申
請
を
受
け
る
こ
と
。

10

法
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
一
般
旅
券
の
紛
失

又
は
焼
失
の
届
出
を
受
け
る
こ
と
。

11

法
第
十
七
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
届
出
者
が
人
違
い

で
な
い
こ
と
等
を
確
認
す
る
こ
と
及
び
こ
れ
を
立
証
す
る

書
類
の
提
示
等
を
求
め
る
こ
と
。

12

法
第
十
九
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
一
般
旅
券
の
返
納

を
受
け
る
こ
と
。

揖
斐
川

町
、
大

野
町
及

び
池
田

町

一

附
則
第
七
条
の
四
第
七
項
の
改
正
規
定
及
び
附
則
第
四
項
の
規
定

公
布
の
日

二

附
則
第
五
条
第
二
項
及
び
第
十
一
条
の
二
の
二
第
一
項
の
改
正
規
定

平
成
二
十
二
年
一
月
一

日
三

第
八
十
四
条
並
び
に
附
則
第
十
条
第
一
項
及
び
第
十
条
の
二
第
二
項
の
改
正
規
定

平
成
二
十

二
年
四
月
一
日

四

附
則
第
十
二
条
第
一
項
の
改
正
規
定

平
成
二
十
三
年
一
月
一
日

(

不
動
産
取
得
税
に
関
す
る
経
過
措
置)

２

別
段
の
定
め
が
あ
る
も
の
を
除
き
、
改
正
後
の
岐
阜
県
税
条
例(

以
下｢

新
条
例｣

と
い
う
。)

の
規
定
中
不
動
産
取
得
税
に
関
す
る
部
分
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
日(

以
下｢

施
行
日｣

と
い
う
。)

以
後
の
不
動
産
の
取
得
に
対
し
て
課
す
べ
き
不
動
産
取
得
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
の
不
動

産
の
取
得
に
対
し
て
課
す
る
不
動
産
取
得
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３

施
行
日
前
の
改
正
前
の
岐
阜
県
税
条
例(
以
下｢

旧
条
例｣

と
い
う
。)

第
五
十
八
条
の
六
第
一

項
及
び
第
二
項
、
第
五
十
八
条
の
七
第
二
項
及
び
第
三
項
、
附
則
第
七
条
第
六
項
、
第
二
十
項
及
び

第
二
十
四
項
並
び
に
附
則
第
七
条
の
七
に
規
定
す
る
不
動
産
の
取
得
に
対
し
て
課
す
る
不
動
産
取
得

税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

４

附
則
第
一
項
第
一
号
に
定
め
る
日
前
に
旧
条
例
附
則
第
七
条
の
四
第
七
項
の
表
の
中
欄
に
掲
げ
る

認
定
が
さ
れ
た
同
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
計
画
に
従
っ
て
事
業
の
譲
渡
若
し
く
は
資
産
の
譲
渡(

同
項

に
規
定
す
る
資
産
の
譲
渡
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。)
を
受
け
た
同
表
の
下
欄
に
掲

げ
る
者
又
は
当
該
計
画(

同
表
第
三
号
の
上
欄
に
掲
げ
る
計
画
を
除
く
。)
に
従
っ
て
同
表
の
下
欄

に
掲
げ
る
者
か
ら
事
業
の
譲
渡
若
し
く
は
資
産
の
譲
渡
を
受
け
た
者
が
同
項
に
規
定
す
る
不
動
産
を

取
得
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
不
動
産
の
取
得
に
対
し
て
課
す
べ
き
不
動
産
取
得
税
に
つ
い
て
は
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

５

新
条
例
附
則
第
八
条
の
規
定
は
、
施
行
日
以
後
の
新
条
例
附
則
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
農
地
、

採
草
放
牧
地
及
び
準
農
地
の
取
得
に
対
し
て
課
す
べ
き
不
動
産
取
得
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前

の
旧
条
例
附
則
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
農
地
、
採
草
放
牧
地
及
び
準
農
地
の
取
得
に
対
し
て
課

す
る
不
動
産
取
得
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

岐
阜
県
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
一
年
七
月
十
四
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

岐
阜
県
条
例
第
五
十
号

岐
阜
県
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

岐
阜
県
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例(

平
成
十
二
年
岐
阜
県
条
例
第
四
号)

の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
十
八
の
二
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

( ) 平成21年７月14日 岐 阜 県 公 報 号 外 �５



13

法
第
十
九
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
返
納
を
受
け
た
一

般
旅
券
を
還
付
す
る
こ
と
。

附

則
(

施
行
期
日)

１

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
一
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

(

経
過
措
置)

２

こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
後
の
岐
阜
県
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例(

以
下｢

新
条
例｣

と
い

う
。)

に
よ
り
町
が
処
理
す
る
こ
と
と
な
る
事
務
に
関
し
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
際
現
に
そ
の
効
力

を
有
す
る
知
事
が
し
た
処
分
そ
の
他
の
行
為
に
係
る
こ
の
条
例
の
施
行
の
日(

以
下｢

施
行
日｣

と

い
う
。)

以
後
の
法
令
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
新
条
例
の
規
定
に
よ
り
当
該
事
務
を
処
理
す
る
こ
と

と
な
る
町
の
長
が
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
行
為
を
し
た
も
の
と
み
な
す
。

３

新
条
例
に
よ
り
町
が
処
理
す
る
こ
と
と
な
る
事
務
に
関
し
、
施
行
日
前
に
知
事
に
対
し
て
な
さ
れ

た
申
請
そ
の
他
の
行
為
に
係
る
施
行
日
以
後
の
法
令
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
行
為
が
、

新
条
例
の
規
定
に
よ
り
当
該
事
務
を
処
理
す
る
こ
と
と
な
る
町
の
長
に
対
し
な
さ
れ
た
も
の
と
み
な

す
。

岐
阜
県
高
等
学
校
授
業
料
減
免
事
業
等
支
援
臨
時
特
例
基
金
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
一
年
七
月
十
四
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

岐
阜
県
条
例
第
五
十
一
号

岐
阜
県
高
等
学
校
授
業
料
減
免
事
業
等
支
援
臨
時
特
例
基
金
条
例

(

設
置)

第
一
条

経
済
情
勢
及
び
雇
用
情
勢
の
悪
化
に
よ
り
高
等
学
校
等
で
の
修
学
が
困
難
な
生
徒
に
対
す
る

修
学
の
支
援
に
要
す
る
資
金
に
充
て
る
た
め
、
岐
阜
県
高
等
学
校
授
業
料
減
免
事
業
等
支
援
臨
時
特

例
基
金(

以
下｢

基
金｣

と
い
う
。)

を
設
置
す
る
。

(

積
立
て)

第
二
条

基
金
と
し
て
積
み
立
て
る
額
は
、
一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
に
定
め
る
額
と
す
る
。

(

管
理)

第
三
条

基
金
に
属
す
る
現
金
は
、
金
融
機
関
へ
の
預
金
そ
の
他
最
も
確
実
か
つ
有
利
な
方
法
に
よ
り

保
管
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

基
金
に
属
す
る
現
金
は
、
必
要
に
応
じ
、
最
も
確
実
か
つ
有
利
な
有
価
証
券
に
代
え
る
こ
と
が
で

き
る
。

(

運
用
益
金
の
処
理)

第
四
条

基
金
の
運
用
か
ら
生
ず
る
収
益
は
、
一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
に
計
上
し
て
、
基
金
に
編
入

す
る
も
の
と
す
る
。

(

繰
替
運
用)

第
五
条

知
事
は
、
財
政
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
確
実
な
繰
戻
し
の
方
法
、
期
間
及
び
利

率
を
定
め
て
、
基
金
に
属
す
る
現
金
を
歳
計
現
金
に
繰
り
替
え
て
運
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(

目
的
外
の
取
崩
し)

第
六
条

知
事
は
、
基
金
に
属
す
る
現
金
を
預
貯
金
等(

預
金
保
険
法(

昭
和
四
十
六
年
法
律
第
三
十

四
号)

第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
預
金
等
及
び
農
水
産
業
協
同
組
合
貯
金
保
険
法(

昭
和
四
十
八

年
法
律
第
五
十
三
号)

第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
貯
金
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。)

と
し
て
金
融

機
関
に
預
入
れ
し
、
又
は
信
託
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
金
融
機
関
に
係
る
保
険
事
故(

預

金
保
険
法
第
四
十
九
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
保
険
事
故
及
び
農
水
産
業
協
同
組
合
貯
金
保
険
法
第

四
十
九
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
保
険
事
故
を
い
う
。)

が
発
生
し
た
と
き
は
、
当
該
金
融
機
関
に

対
す
る
債
務(

借
入
金
に
係
る
債
務
及
び
保
証
契
約
に
基
づ
く
債
務
を
い
う
。)

と
当
該
預
貯
金
等

に
係
る
債
権
を
相
殺
す
る
た
め
、
基
金
を
取
り
崩
す
こ
と
が
で
き
る
。

(

委
任)

第
七
条

こ
の
条
例
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
基
金
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
知
事
が
定
め
る
。

附

則

(

施
行
期
日)

１

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

(

こ
の
条
例
の
失
効)

２

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
限
り
、
そ
の
効
力
を
失
う
。

岐
阜
県
歯
科
技
工
士
試
験
委
員
等
設
置
条
例
及
び
岐
阜
県
厚
生
環
境
関
係
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
一
年
七
月
十
四
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

号 外 � 岐 阜 県 公 報 平成21年７月14日 ( )６



岐
阜
県
条
例
第
五
十
二
号

岐
阜
県
歯
科
技
工
士
試
験
委
員
等
設
置
条
例
及
び
岐
阜
県
厚
生
環
境
関
係
手
数
料
徴
収
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

(

岐
阜
県
歯
科
技
工
士
試
験
委
員
等
設
置
条
例
の
一
部
改
正)

第
一
条

岐
阜
県
歯
科
技
工
士
試
験
委
員
等
設
置
条
例(

昭
和
四
十
二
年
岐
阜
県
条
例
第
一
号)

の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

岐
阜
県
歯
科
技
工
士
国
家
試
験
委
員
等
設
置
条
例

第
一
条
の
表
歯
科
技
工
士
試
験
委
員
の
項
中｢

歯
科
技
工
士
試
験
委
員｣

を｢

歯
科
技
工
士
国
家

試
験
委
員｣

に
、｢

規
定
す
る
歯
科
技
工
士
試
験｣

を｢

規
定
す
る
歯
科
技
工
士
国
家
試
験｣

に
改

め
る
。

(

岐
阜
県
厚
生
環
境
関
係
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
改
正)

第
二
条

岐
阜
県
厚
生
環
境
関
係
手
数
料
徴
収
条
例(

平
成
二
十
一
年
岐
阜
県
条
例
第
十
九
号)

の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
二
十
三
の
表
一
の
項
中｢

規
定
す
る
歯
科
技
工
士
試
験｣
を｢

規
定
す
る
歯
科
技
工
士

国
家
試
験｣

に
、｢

歯
科
技
工
士
試
験
手
数
料｣

を｢

歯
科
技
工
士
国
家
試
験
手
数
料｣

に
改
め
、

同
表
三
の
項
中

｢

規
定
す
る
歯
科
技
工
士
試
験｣

を

｢

規
定
す
る
歯
科
技
工
士
国
家
試
験｣

に
、

｢

歯
科
技
工
士
試
験
合
格
証
明
書
交
付
手
数
料｣

を｢

歯
科
技
工
士
国
家
試
験
合
格
証
明
書
交
付
手

数
料｣

に
改
め
、
別
表
第
一
三
十
六
の
表
十
二
の
項
中｢

第
百
十
五
条
の
二
十
九
第
二
項｣

を｢

第

百
十
五
条
の
三
十
五
第
二
項｣

に
改
め
、
同
表
十
三
の
項
中｢

第
百
十
五
条
の
二
十
九
第
三
項｣

を

｢

第
百
十
五
条
の
三
十
五
第
三
項｣

に
改
め
る
。

別
表
第
二
二
の
項
第
四
号
中｢

第
百
十
五
条
の
三
十
第
一
項｣

を｢

第
百
十
五
条
の
三
十
六
第
一

項｣

に
改
め
、
同
項
第
五
号
中｢

第
百
十
五
条
の
三
十
六
第
一
項｣

を｢

第
百
十
五
条
の
四
十
二
第

一
項｣

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
一
年
九
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
中
別
表
第
一
三
十
六

の
表
十
二
の
項
及
び
十
三
の
項
の
改
正
規
定
並
び
に
別
表
第
二
二
の
項
第
四
号
及
び
第
五
号
の
改
正
規

定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

岐
阜
県
地
域
自
殺
対
策
緊
急
強
化
基
金
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
一
年
七
月
十
四
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

岐
阜
県
条
例
第
五
十
三
号

岐
阜
県
地
域
自
殺
対
策
緊
急
強
化
基
金
条
例

(

設
置)

第
一
条

自
殺
対
策
の
強
化
を
図
る
た
め
の
事
業
に
要
す
る
資
金
に
充
て
る
た
め
、
岐
阜
県
地
域
自
殺

対
策
緊
急
強
化
基
金(

以
下｢

基
金｣

と
い
う
。)

を
設
置
す
る
。

(

積
立
て)

第
二
条

基
金
と
し
て
積
み
立
て
る
額
は
、
一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
に
定
め
る
額
と
す
る
。

(

管
理)

第
三
条

基
金
に
属
す
る
現
金
は
、
金
融
機
関
へ
の
預
金
そ
の
他
最
も
確
実
か
つ
有
利
な
方
法
に
よ
り

保
管
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

基
金
に
属
す
る
現
金
は
、
必
要
に
応
じ
、
最
も
確
実
か
つ
有
利
な
有
価
証
券
に
代
え
る
こ
と
が
で

き
る
。

(

運
用
益
金
の
処
理)

第
四
条

基
金
の
運
用
か
ら
生
ず
る
収
益
は
、
一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
に
計
上
し
て
、
基
金
に
編
入

す
る
も
の
と
す
る
。

(

繰
替
運
用)

第
五
条

知
事
は
、
財
政
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
確
実
な
繰
戻
し
の
方
法
、
期
間
及
び
利

率
を
定
め
て
、
基
金
に
属
す
る
現
金
を
歳
計
現
金
に
繰
り
替
え
て
運
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(

目
的
外
の
取
崩
し)

第
六
条

知
事
は
、
基
金
に
属
す
る
現
金
を
預
貯
金
等(

預
金
保
険
法(

昭
和
四
十
六
年
法
律
第
三
十

四
号)

第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
預
金
等
及
び
農
水
産
業
協
同
組
合
貯
金
保
険
法(

昭
和
四
十
八

年
法
律
第
五
十
三
号)

第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
貯
金
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。)

と
し
て
金
融

機
関
に
預
入
れ
し
、
又
は
信
託
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
金
融
機
関
に
係
る
保
険
事
故(

預

金
保
険
法
第
四
十
九
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
保
険
事
故
及
び
農
水
産
業
協
同
組
合
貯
金
保
険
法
第

四
十
九
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
保
険
事
故
を
い
う
。)

が
発
生
し
た
と
き
は
、
当
該
金
融
機
関
に

対
す
る
債
務(
借
入
金
に
係
る
債
務
及
び
保
証
契
約
に
基
づ
く
債
務
を
い
う
。)

と
当
該
預
貯
金
等

に
係
る
債
権
を
相
殺
す
る
た
め
、
基
金
を
取
り
崩
す
こ
と
が
で
き
る
。
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(
委
任)

第
七
条

こ
の
条
例
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
基
金
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
知
事
が
定
め
る
。

附

則
(

施
行
期
日)

１

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

(

こ
の
条
例
の
失
効)

２

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
四
年
十
二
月
三
十
一
日
限
り
、
そ
の
効
力
を
失
う
。

岐
阜
県
介
護
職
員
処
遇
改
善
等
臨
時
特
例
基
金
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
一
年
七
月
十
四
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

岐
阜
県
条
例
第
五
十
四
号

岐
阜
県
介
護
職
員
処
遇
改
善
等
臨
時
特
例
基
金
条
例

(

設
置)

第
一
条

介
護
職
員
の
処
遇
改
善
等
に
要
す
る
資
金
に
充
て
る
た
め
、
岐
阜
県
介
護
職
員
処
遇
改
善
等

臨
時
特
例
基
金(

以
下｢

基
金｣

と
い
う
。)

を
設
置
す
る
。

(

積
立
て)

第
二
条

基
金
と
し
て
積
み
立
て
る
額
は
、
一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
に
定
め
る
額
と
す
る
。

(

管
理)

第
三
条

基
金
に
属
す
る
現
金
は
、
金
融
機
関
へ
の
預
金
そ
の
他
最
も
確
実
か
つ
有
利
な
方
法
に
よ
り

保
管
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

基
金
に
属
す
る
現
金
は
、
必
要
に
応
じ
、
最
も
確
実
か
つ
有
利
な
有
価
証
券
に
代
え
る
こ
と
が
で

き
る
。

(

運
用
益
金
の
処
理)

第
四
条

基
金
の
運
用
か
ら
生
ず
る
収
益
は
、
一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
に
計
上
し
て
、
基
金
に
編
入

す
る
も
の
と
す
る
。

(

繰
替
運
用)

第
五
条

知
事
は
、
財
政
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
確
実
な
繰
戻
し
の
方
法
、
期
間
及
び
利

率
を
定
め
て
、
基
金
に
属
す
る
現
金
を
歳
計
現
金
に
繰
り
替
え
て
運
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(

目
的
外
の
取
崩
し)

第
六
条

知
事
は
、
基
金
に
属
す
る
現
金
を
預
貯
金
等(

預
金
保
険
法(

昭
和
四
十
六
年
法
律
第
三
十

四
号)

第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
預
金
等
及
び
農
水
産
業
協
同
組
合
貯
金
保
険
法(

昭
和
四
十
八

年
法
律
第
五
十
三
号)

第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
貯
金
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。)

と
し
て
金
融

機
関
に
預
入
れ
し
、
又
は
信
託
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
金
融
機
関
に
係
る
保
険
事
故(

預

金
保
険
法
第
四
十
九
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
保
険
事
故
及
び
農
水
産
業
協
同
組
合
貯
金
保
険
法
第

四
十
九
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
保
険
事
故
を
い
う
。)

が
発
生
し
た
と
き
は
、
当
該
金
融
機
関
に

対
す
る
債
務(

借
入
金
に
係
る
債
務
及
び
保
証
契
約
に
基
づ
く
債
務
を
い
う
。)

と
当
該
預
貯
金
等

に
係
る
債
権
を
相
殺
す
る
た
め
、
基
金
を
取
り
崩
す
こ
と
が
で
き
る
。

(

委
任)

第
七
条

こ
の
条
例
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
基
金
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
知
事
が
定
め
る
。

附

則

(

施
行
期
日)

１

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

(

こ
の
条
例
の
失
効)

２

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
限
り
、
そ
の
効
力
を
失
う
。

岐
阜
県
介
護
基
盤
緊
急
整
備
等
臨
時
特
例
基
金
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
一
年
七
月
十
四
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

岐
阜
県
条
例
第
五
十
五
号

岐
阜
県
介
護
基
盤
緊
急
整
備
等
臨
時
特
例
基
金
条
例

(

設
置)

第
一
条

地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
等
の
整
備
事
業
に
要
す
る
資
金
に
充
て
る
た
め
、
岐
阜
県

介
護
基
盤
緊
急
整
備
等
臨
時
特
例
基
金(

以
下｢

基
金｣

と
い
う
。)

を
設
置
す
る
。

(

積
立
て)

第
二
条

基
金
と
し
て
積
み
立
て
る
額
は
、
一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
に
定
め
る
額
と
す
る
。

(

管
理)

第
三
条

基
金
に
属
す
る
現
金
は
、
金
融
機
関
へ
の
預
金
そ
の
他
最
も
確
実
か
つ
有
利
な
方
法
に
よ
り
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保
管
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

基
金
に
属
す
る
現
金
は
、
必
要
に
応
じ
、
最
も
確
実
か
つ
有
利
な
有
価
証
券
に
代
え
る
こ
と
が
で

き
る
。

(

運
用
益
金
の
処
理)

第
四
条

基
金
の
運
用
か
ら
生
ず
る
収
益
は
、
一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
に
計
上
し
て
、
基
金
に
編
入

す
る
も
の
と
す
る
。

(

繰
替
運
用)

第
五
条

知
事
は
、
財
政
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
確
実
な
繰
戻
し
の
方
法
、
期
間
及
び
利

率
を
定
め
て
、
基
金
に
属
す
る
現
金
を
歳
計
現
金
に
繰
り
替
え
て
運
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(

目
的
外
の
取
崩
し)

第
六
条

知
事
は
、
基
金
に
属
す
る
現
金
を
預
貯
金
等(

預
金
保
険
法(

昭
和
四
十
六
年
法
律
第
三
十

四
号)

第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
預
金
等
及
び
農
水
産
業
協
同
組
合
貯
金
保
険
法(

昭
和
四
十
八

年
法
律
第
五
十
三
号)

第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
貯
金
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。)

と
し
て
金
融

機
関
に
預
入
れ
し
、
又
は
信
託
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
金
融
機
関
に
係
る
保
険
事
故(

預

金
保
険
法
第
四
十
九
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
保
険
事
故
及
び
農
水
産
業
協
同
組
合
貯
金
保
険
法
第

四
十
九
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
保
険
事
故
を
い
う
。)

が
発
生
し
た
と
き
は
、
当
該
金
融
機
関
に

対
す
る
債
務(

借
入
金
に
係
る
債
務
及
び
保
証
契
約
に
基
づ
く
債
務
を
い
う
。)

と
当
該
預
貯
金
等

に
係
る
債
権
を
相
殺
す
る
た
め
、
基
金
を
取
り
崩
す
こ
と
が
で
き
る
。

(

委
任)

第
七
条

こ
の
条
例
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
基
金
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
知
事
が
定
め
る
。

附

則

(

施
行
期
日)

１

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

(

こ
の
条
例
の
失
効)

２

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
四
年
六
月
三
十
日
限
り
、
そ
の
効
力
を
失
う
。

岐
阜
県
社
会
福
祉
施
設
等
耐
震
化
等
臨
時
特
例
基
金
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
一
年
七
月
十
四
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

岐
阜
県
条
例
第
五
十
六
号

岐
阜
県
社
会
福
祉
施
設
等
耐
震
化
等
臨
時
特
例
基
金
条
例

(

設
置)

第
一
条

社
会
福
祉
施
設
等
の
耐
震
化
整
備
事
業
及
び
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
整
備
事
業
に
要
す
る
資
金
に

充
て
る
た
め
、
岐
阜
県
社
会
福
祉
施
設
等
耐
震
化
等
臨
時
特
例
基
金(

以
下｢

基
金｣

と
い
う
。)

を
設
置
す
る
。

(

積
立
て)

第
二
条

基
金
と
し
て
積
み
立
て
る
額
は
、
一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
に
定
め
る
額
と
す
る
。

(

管
理)

第
三
条

基
金
に
属
す
る
現
金
は
、
金
融
機
関
へ
の
預
金
そ
の
他
最
も
確
実
か
つ
有
利
な
方
法
に
よ
り

保
管
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

基
金
に
属
す
る
現
金
は
、
必
要
に
応
じ
、
最
も
確
実
か
つ
有
利
な
有
価
証
券
に
代
え
る
こ
と
が
で

き
る
。

(

運
用
益
金
の
処
理)

第
四
条

基
金
の
運
用
か
ら
生
ず
る
収
益
は
、
一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
に
計
上
し
て
、
基
金
に
編
入

す
る
も
の
と
す
る
。

(

繰
替
運
用)

第
五
条

知
事
は
、
財
政
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
確
実
な
繰
戻
し
の
方
法
、
期
間
及
び
利

率
を
定
め
て
、
基
金
に
属
す
る
現
金
を
歳
計
現
金
に
繰
り
替
え
て
運
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(

目
的
外
の
取
崩
し)

第
六
条

知
事
は
、
基
金
に
属
す
る
現
金
を
預
貯
金
等(

預
金
保
険
法(

昭
和
四
十
六
年
法
律
第
三
十

四
号)

第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
預
金
等
及
び
農
水
産
業
協
同
組
合
貯
金
保
険
法(

昭
和
四
十
八

年
法
律
第
五
十
三
号)

第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
貯
金
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。)

と
し
て
金
融

機
関
に
預
入
れ
し
、
又
は
信
託
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
金
融
機
関
に
係
る
保
険
事
故(

預

金
保
険
法
第
四
十
九
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
保
険
事
故
及
び
農
水
産
業
協
同
組
合
貯
金
保
険
法
第

四
十
九
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
保
険
事
故
を
い
う
。)

が
発
生
し
た
と
き
は
、
当
該
金
融
機
関
に

対
す
る
債
務(

借
入
金
に
係
る
債
務
及
び
保
証
契
約
に
基
づ
く
債
務
を
い
う
。)

と
当
該
預
貯
金
等

に
係
る
債
権
を
相
殺
す
る
た
め
、
基
金
を
取
り
崩
す
こ
と
が
で
き
る
。

(

委
任)

第
七
条

こ
の
条
例
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
基
金
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
知
事
が
定
め
る
。

附

則
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(
施
行
期
日)

１

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

(

こ
の
条
例
の
失
効)

２

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
限
り
、
そ
の
効
力
を
失
う
。

岐
阜
県
子
育
て
支
援
対
策
臨
時
特
例
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
一
年
七
月
十
四
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

岐
阜
県
条
例
第
五
十
七
号

岐
阜
県
子
育
て
支
援
対
策
臨
時
特
例
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

岐
阜
県
子
育
て
支
援
対
策
臨
時
特
例
基
金
条
例(
平
成
二
十
一
年
岐
阜
県
条
例
第
六
号)

の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
二
項
中｢

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日｣

を｢

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日｣

に
改
め

る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

岐
阜
県
森
林
整
備
加
速
化
・
林
業
再
生
基
金
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
一
年
七
月
十
四
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

岐
阜
県
条
例
第
五
十
八
号

岐
阜
県
森
林
整
備
加
速
化
・
林
業
再
生
基
金
条
例

(

設
置)

第
一
条

間
伐
等
の
森
林
整
備
の
加
速
化
及
び
間
伐
材
等
の
森
林
資
源
を
活
用
し
た
林
業
・
木
材
産
業

等
の
地
域
産
業
の
再
生
を
図
る
た
め
の
事
業
に
要
す
る
資
金
に
充
て
る
た
め
、
岐
阜
県
森
林
整
備
加

速
化
・
林
業
再
生
基
金(

以
下｢

基
金｣

と
い
う
。)

を
設
置
す
る
。

(

積
立
て)

第
二
条

基
金
と
し
て
積
み
立
て
る
額
は
、
一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
に
定
め
る
額
と
す
る
。

(

管
理)

第
三
条

基
金
に
属
す
る
現
金
は
、
金
融
機
関
へ
の
預
金
そ
の
他
最
も
確
実
か
つ
有
利
な
方
法
に
よ
り

保
管
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

基
金
に
属
す
る
現
金
は
、
必
要
に
応
じ
、
最
も
確
実
か
つ
有
利
な
有
価
証
券
に
代
え
る
こ
と
が
で

き
る
。

(

運
用
益
金
の
処
理)

第
四
条

基
金
の
運
用
か
ら
生
ず
る
収
益
は
、
一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
に
計
上
し
て
、
基
金
に
編
入

す
る
も
の
と
す
る
。

(

繰
替
運
用)

第
五
条

知
事
は
、
財
政
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
確
実
な
繰
戻
し
の
方
法
、
期
間
及
び
利

率
を
定
め
て
、
基
金
に
属
す
る
現
金
を
歳
計
現
金
に
繰
り
替
え
て
運
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(

目
的
外
の
取
崩
し)

第
六
条

知
事
は
、
基
金
に
属
す
る
現
金
を
預
貯
金
等(

預
金
保
険
法(

昭
和
四
十
六
年
法
律
第
三
十

四
号)

第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
預
金
等
及
び
農
水
産
業
協
同
組
合
貯
金
保
険
法(

昭
和
四
十
八

年
法
律
第
五
十
三
号)

第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
貯
金
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。)

と
し
て
金
融

機
関
に
預
入
れ
し
、
又
は
信
託
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
金
融
機
関
に
係
る
保
険
事
故(

預

金
保
険
法
第
四
十
九
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
保
険
事
故
及
び
農
水
産
業
協
同
組
合
貯
金
保
険
法
第

四
十
九
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
保
険
事
故
を
い
う
。)

が
発
生
し
た
と
き
は
、
当
該
金
融
機
関
に

対
す
る
債
務(

借
入
金
に
係
る
債
務
及
び
保
証
契
約
に
基
づ
く
債
務
を
い
う
。)

と
当
該
預
貯
金
等

に
係
る
債
権
を
相
殺
す
る
た
め
、
基
金
を
取
り
崩
す
こ
と
が
で
き
る
。

(

委
任)

第
七
条

こ
の
条
例
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
基
金
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
知
事
が
定
め
る
。

附

則

(
施
行
期
日)

１

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

(

こ
の
条
例
の
失
効)

２

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
四
年
六
月
三
十
日
限
り
、
そ
の
効
力
を
失
う
。

岐
阜
県
地
域
活
性
化
・
公
共
投
資
基
金
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。
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一

長
期
優
良
住

宅
の
普
及
の
促

進
に
関
す
る
法

律(

平
成
二
十

年
法
律
第
八
十

七
号
。
以
下
こ

の
表
に
お
い
て

｢
法｣
と
い
う
。)

第
五
条
第
一
項

か
ら
第
三
項
ま

で
に
規
定
す
る

長
期
優
良
住
宅

建
築
等
計
画
の

事
務
の
内
容

長
期
優
良

住
宅
建
築

等
計
画
認

定
申
請
手

数
料

手
数
料
の

名
称

１

住
宅
の

品
質

確
保

の
促

進
等

に
関

す
る

法
律

(

平
成
十

一
年

法
律

区
分

ロ

一
戸
建

て
の

住
宅

以
外

の
住

宅
イ

一
戸
建
て
の
住

宅

一
棟
の
戸

数
が
五
を

超
え
十
以

下
の
も
の

一
棟
の
戸

数
が
五
以

下
の
も
の

一
戸
に

つ
き

一
戸
に

つ
き

一
戸
に

つ
き

単
位

二
一
、
〇
〇
〇
円

を
同
一
の
建
築
物

に
つ
い
て
同
時
に

申
請
が
行
わ
れ
る

一
二
、
〇
〇
〇
円

を
同
一
の
建
築
物

に
つ
い
て
同
時
に

申
請
が
行
わ
れ
る

住
戸
の
数
で
除
し

て
得
た
額

六
、
〇
〇
〇

額(

円)

平
成
二
十
一
年
七
月
十
四
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

岐
阜
県
条
例
第
五
十
九
号

岐
阜
県
地
域
活
性
化
・
公
共
投
資
基
金
条
例

(

設
置)

第
一
条

地
域
に
お
け
る
公
共
投
資
事
業
に
要
す
る
資
金
に
充
て
る
た
め
、
岐
阜
県
地
域
活
性
化
・
公

共
投
資
基
金(

以
下｢

基
金｣
と
い
う
。)

を
設
置
す
る
。

(

積
立
て)

第
二
条

基
金
と
し
て
積
み
立
て
る
額
は
、
一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
に
定
め
る
額
と
す
る
。

(

管
理)

第
三
条

基
金
に
属
す
る
現
金
は
、
金
融
機
関
へ
の
預
金
そ
の
他
最
も
確
実
か
つ
有
利
な
方
法
に
よ
り

保
管
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

基
金
に
属
す
る
現
金
は
、
必
要
に
応
じ
、
最
も
確
実
か
つ
有
利
な
有
価
証
券
に
代
え
る
こ
と
が
で

き
る
。

(

運
用
益
金
の
処
理)

第
四
条

基
金
の
運
用
か
ら
生
ず
る
収
益
は
、
一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
に
計
上
し
て
、
基
金
に
編
入

す
る
も
の
と
す
る
。

(

繰
替
運
用)

第
五
条

知
事
は
、
財
政
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
確
実
な
繰
戻
し
の
方
法
、
期
間
及
び
利

率
を
定
め
て
、
基
金
に
属
す
る
現
金
を
歳
計
現
金
に
繰
り
替
え
て
運
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(

目
的
外
の
取
崩
し)

第
六
条

知
事
は
、
基
金
に
属
す
る
現
金
を
預
貯
金
等(

預
金
保
険
法(

昭
和
四
十
六
年
法
律
第
三
十

四
号)

第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
預
金
等
及
び
農
水
産
業
協
同
組
合
貯
金
保
険
法(

昭
和
四
十
八

年
法
律
第
五
十
三
号)

第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
貯
金
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。)

と
し
て
金
融

機
関
に
預
入
れ
し
、
又
は
信
託
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
金
融
機
関
に
係
る
保
険
事
故(

預

金
保
険
法
第
四
十
九
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
保
険
事
故
及
び
農
水
産
業
協
同
組
合
貯
金
保
険
法
第

四
十
九
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
保
険
事
故
を
い
う
。)

が
発
生
し
た
と
き
は
、
当
該
金
融
機
関
に

対
す
る
債
務(

借
入
金
に
係
る
債
務
及
び
保
証
契
約
に
基
づ
く
債
務
を
い
う
。)

と
当
該
預
貯
金
等

に
係
る
債
権
を
相
殺
す
る
た
め
、
基
金
を
取
り
崩
す
こ
と
が
で
き
る
。

(

委
任)

第
七
条

こ
の
条
例
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
基
金
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
知
事
が
定
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

岐
阜
県
土
木
関
係
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
一
年
七
月
十
四
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

岐
阜
県
条
例
第
六
十
号

岐
阜
県
土
木
関
係
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

岐
阜
県
土
木
関
係
手
数
料
徴
収
条
例(

平
成
二
十
一
年
岐
阜
県
条
例
第
三
十
三
号)

の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
二
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

別
表
第
一
十
八
の
二
の
表
に
規
定
す
る
手
数
料

同
表
備
考
第
三
号
た
だ
し
書
の
規
定

別
表
第
一
十
八
の
表
の
次
に
次
の
一
表
を
加
え
る
。

十
八
の
二

長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
関
す
る
事
務
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認
定
の
申
請
に

対
す
る
審
査

第
八

十
一

号)第
五

条
第

一
項

に
規

定
す

る
登

録
住

宅
性

能
評

価
機

関
が

法
第

六
条

第
一

項
各

号
に

掲
げ

る
基

準
に

適
合

す
る

こ
と

を
証

す
る

書
面

を
添

付
す

る
場

合

一
棟
の
戸

数
が
三
百

を
超
え
る

も
の

一
棟
の
戸

数
が
二
百

を
超
え
三

百
以
下
の

も
の

一
棟
の
戸

数
が
百
を

超
え
二
百

以
下
の
も

の 一
棟
の
戸

数
が
五
十

を
超
え
百

以
下
の
も

の 一
棟
の
戸

数
が
二
十

五
を
超
え

五
十
以
下

の
も
の

一
棟
の
戸

数
が
十
を

超
え
二
十

五
以
下
の

も
の

一
戸
に

つ
き

一
戸
に

つ
き

一
戸
に

つ
き

一
戸
に

つ
き

一
戸
に

つ
き

一
戸
に

つ
き

二
〇
九
、
〇
〇
〇

円
を
同
一
の
建
築

物
に
つ
い
て
同
時

に
申
請
が
行
わ
れ

一
九
六
、
〇
〇
〇

円
を
同
一
の
建
築

物
に
つ
い
て
同
時

に
申
請
が
行
わ
れ

る
住
戸
の
数
で
除

し
て
得
た
額

一
六
〇
、
〇
〇
〇

円
を
同
一
の
建
築

物
に
つ
い
て
同
時

に
申
請
が
行
わ
れ

る
住
戸
の
数
で
除

し
て
得
た
額

九
七
、
〇
〇
〇
円

を
同
一
の
建
築
物

に
つ
い
て
同
時
に

申
請
が
行
わ
れ
る

住
戸
の
数
で
除
し

て
得
た
額

五
七
、
〇
〇
〇
円

を
同
一
の
建
築
物

に
つ
い
て
同
時
に

申
請
が
行
わ
れ
る

住
戸
の
数
で
除
し

て
得
た
額

三
一
、
〇
〇
〇
円

を
同
一
の
建
築
物

に
つ
い
て
同
時
に

申
請
が
行
わ
れ
る

住
戸
の
数
で
除
し

て
得
た
額

住
戸
の
数
で
除
し

て
得
た
額

２

１
に
掲

げ
る

場
合

以
外

の
場

合

ロ

一
戸
建

て
の

住
宅

以
外

の
住

宅
イ

一
戸
建
て
の
住

宅

一
棟
の
戸

数
が
百
を

一
棟
の
戸

数
が
五
十

を
超
え
百

以
下
の
も

の 一
棟
の
戸

数
が
二
十

五
を
超
え

五
十
以
下

の
も
の

一
棟
の
戸

数
が
十
を

超
え
二
十

五
以
下
の

も
の

一
棟
の
戸

数
が
五
を

超
え
十
以

下
の
も
の

一
棟
の
戸

数
が
五
以

下
の
も
の

一
戸
に

つ
き

一
戸
に

つ
き

一
戸
に

つ
き

一
戸
に

つ
き

一
戸
に

つ
き

一
戸
に

つ
き

一
戸
に

つ
き

一
、
八
七
六
、
〇

〇
〇
円
を
同
一
の

一
、
〇
一
七
、
〇

〇
〇
円
を
同
一
の

建
築
物
に
つ
い
て

同
時
に
申
請
が
行

わ
れ
る
住
戸
の
数

で
除
し
て
得
た
額

五
九
四
、
〇
〇
〇

円
を
同
一
の
建
築

物
に
つ
い
て
同
時

に
申
請
が
行
わ
れ

る
住
戸
の
数
で
除

し
て
得
た
額

三
三
四
、
〇
〇
〇

円
を
同
一
の
建
築

物
に
つ
い
て
同
時

に
申
請
が
行
わ
れ

る
住
戸
の
数
で
除

し
て
得
た
額

一
七
二
、
〇
〇
〇

円
を
同
一
の
建
築

物
に
つ
い
て
同
時

に
申
請
が
行
わ
れ

る
住
戸
の
数
で
除

し
て
得
た
額

一
一
〇
、
〇
〇
〇

円
を
同
一
の
建
築

物
に
つ
い
て
同
時

に
申
請
が
行
わ
れ

る
住
戸
の
数
で
除

し
て
得
た
額

五
〇
、
〇
〇
〇

る
住
戸
の
数
で
除

し
て
得
た
額
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二

法
第
八
条
第

一
項
に
規
定
す

る
長
期
優
良
住

宅
建
築
等
計
画

の
変
更
の
認
定

の
申
請
に
対
す

る
審
査(

法
第

九
条
第
一
項
に

規
定
す
る
譲
受

人
を
決
定
し
た

場
合
に
お
け
る

変
更
の
認
定
の

申
請
に
対
す
る

審
査
を
除
く
。)

長
期
優
良

住
宅
建
築

等
計
画
変

更
認
定
申

請
手
数
料

１

住
宅
の

品
質

確
保

の
促

進
等

に
関

す
る

法
律

第
五

条
第

一
項

に
規

定
す

る
登

録
住

宅
性

能
評

価
機

関
が

法
第

六
条

ロ

一
戸
建

て
の

住
宅

以
外

の
住

宅
イ

一
戸
建
て
の
住

宅

一
棟
の
戸

数
が
十
を

超
え
二
十

五
以
下
の

も
の

一
棟
の
戸

数
が
五
を

超
え
十
以

下
の
も
の

一
棟
の
戸

数
が
五
以

下
の
も
の

一
棟
の
戸

数
が
三
百

を
超
え
る

も
の

一
棟
の
戸

数
が
二
百

を
超
え
三

百
以
下
の

も
の

超
え
二
百

以
下
の
も

の

一
戸
に

つ
き

一
戸
に

つ
き

一
戸
に

つ
き

一
戸
に

つ
き

一
戸
に

つ
き

一
戸
に

つ
き

一
五
、
五
〇
〇
円

を
同
一
の
建
築
物

に
つ
い
て
同
時
に

申
請
が
行
わ
れ
る

住
戸
の
数
で
除
し

て
得
た
額

一
〇
、
五
〇
〇
円

を
同
一
の
建
築
物

に
つ
い
て
同
時
に

申
請
が
行
わ
れ
る

住
戸
の
数
で
除
し

て
得
た
額

六
、
〇
〇
〇
円
を

同
一
の
建
築
物
に

つ
い
て
同
時
に
申

請
が
行
わ
れ
る
住

戸
の
数
で
除
し
て

得
た
額 三

、
〇
〇
〇

三
、
二
七
九
、
〇

〇
〇
円
を
同
一
の

建
築
物
に
つ
い
て

同
時
に
申
請
が
行

わ
れ
る
住
戸
の
数

で
除
し
て
得
た
額

二
、
六
七
八
、
〇

〇
〇
円
を
同
一
の

建
築
物
に
つ
い
て

同
時
に
申
請
が
行

わ
れ
る
住
戸
の
数

で
除
し
て
得
た
額

建
築
物
に
つ
い
て

同
時
に
申
請
が
行

わ
れ
る
住
戸
の
数

で
除
し
て
得
た
額

２

１
に
掲

げ
る

場
合

以
外

の
場

第
一

項
各

号
に

掲
げ

る
基

準
に

適
合

す
る

こ
と

を
証

す
る

書
面

を
添

付
す

る
場

合

ロ

一
戸
建

て
の

住
宅

イ

一
戸
建
て
の
住

宅

一
棟
の
戸

数
が
五
以

下
の
も
の

一
棟
の
戸

数
が
三
百

を
超
え
る

も
の

一
棟
の
戸

数
が
二
百

を
超
え
三

百
以
下
の

も
の

一
棟
の
戸

数
が
百
を

超
え
二
百

以
下
の
も

の 一
棟
の
戸

数
が
五
十

を
超
え
百

以
下
の
も

の 一
棟
の
戸

数
が
二
十

五
を
超
え

五
十
以
下

の
も
の

一
戸
に

つ
き

一
戸
に

つ
き

一
戸
に

つ
き

一
戸
に

つ
き

一
戸
に

つ
き

一
戸
に

つ
き

一
戸
に

つ
き

五
五
、
〇
〇
〇
円

を
同
一
の
建
築
物

に
つ
い
て
同
時
に

申
請
が
行
わ
れ
る

二
五
、
〇
〇
〇

一
〇
四
、
五
〇
〇

円
を
同
一
の
建
築

物
に
つ
い
て
同
時

に
申
請
が
行
わ
れ

る
住
戸
の
数
で
除

し
て
得
た
額

九
八
、
〇
〇
〇
円

を
同
一
の
建
築
物

に
つ
い
て
同
時
に

申
請
が
行
わ
れ
る

住
戸
の
数
で
除
し

て
得
た
額

八
〇
、
〇
〇
〇
円

を
同
一
の
建
築
物

に
つ
い
て
同
時
に

申
請
が
行
わ
れ
る

住
戸
の
数
で
除
し

て
得
た
額

四
八
、
五
〇
〇
円

を
同
一
の
建
築
物

に
つ
い
て
同
時
に

申
請
が
行
わ
れ
る

住
戸
の
数
で
除
し

て
得
た
額

二
八
、
五
〇
〇
円

を
同
一
の
建
築
物

に
つ
い
て
同
時
に

申
請
が
行
わ
れ
る

住
戸
の
数
で
除
し

て
得
た
額
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合

以
外

の
住

宅

一
棟
の
戸

数
が
二
百

を
超
え
三

百
以
下
の

一
棟
の
戸

数
が
百
を

超
え
二
百

以
下
の
も

の 一
棟
の
戸

数
が
五
十

を
超
え
百

以
下
の
も

の 一
棟
の
戸

数
が
二
十

五
を
超
え

五
十
以
下

の
も
の

一
棟
の
戸

数
が
十
を

超
え
二
十

五
以
下
の

も
の

一
棟
の
戸

数
が
五
を

超
え
十
以

下
の
も
の

一
戸
に

つ
き

一
戸
に

つ
き

一
戸
に

つ
き

一
戸
に

つ
き

一
戸
に

つ
き

一
戸
に

つ
き

一
、
三
三
九
、
〇

〇
〇
円
を
同
一
の

建
築
物
に
つ
い
て

同
時
に
申
請
が
行

九
三
八
、
〇
〇
〇

円
を
同
一
の
建
築

物
に
つ
い
て
同
時

に
申
請
が
行
わ
れ

る
住
戸
の
数
で
除

し
て
得
た
額

五
〇
八
、
五
〇
〇

円
を
同
一
の
建
築

物
に
つ
い
て
同
時

に
申
請
が
行
わ
れ

る
住
戸
の
数
で
除

し
て
得
た
額

二
九
七
、
〇
〇
〇

円
を
同
一
の
建
築

物
に
つ
い
て
同
時

に
申
請
が
行
わ
れ

る
住
戸
の
数
で
除

し
て
得
た
額

一
六
七
、
〇
〇
〇

円
を
同
一
の
建
築

物
に
つ
い
て
同
時

に
申
請
が
行
わ
れ

る
住
戸
の
数
で
除

し
て
得
た
額

八
六
、
〇
〇
〇
円

を
同
一
の
建
築
物

に
つ
い
て
同
時
に

申
請
が
行
わ
れ
る

住
戸
の
数
で
除
し

て
得
た
額

住
戸
の
数
で
除
し

て
得
た
額

一
棟
の
戸

数
が
三
百

を
超
え
る

も
の

も
の

一
戸
に

つ
き

一
、
六
三
九
、
五

〇
〇
円
を
同
一
の

建
築
物
に
つ
い
て

同
時
に
申
請
が
行

わ
れ
る
住
戸
の
数

で
除
し
て
得
た
額

わ
れ
る
住
戸
の
数

で
除
し
て
得
た
額

備
考一

手
数
料
の
額
に
百
円
未
満
の
端
数
が
生
じ
た
と
き
は
、
そ
の
端
数
金
額
を
切
り
捨
て
る
。

二

法
第
六
条
第
二
項(

法
第
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の
規
定
に
よ

り
長
期
優
良
住
宅
建
築
等
計
画
が
建
築
基
準
関
係
規
定
に
適
合
す
る
か
ど
う
か
の
審
査
を
受
け

る
よ
う
申
し
出
よ
う
と
す
る
者
は
、
二
の
表
一
の
項
区
分
の
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ

れ
額
の
欄
に
掲
げ
る
額
の
手
数
料
を
併
せ
て
納
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

三

前
号
の
場
合
に
お
い
て
、
長
期
優
良
住
宅
建
築
等
計
画
に
建
築
基
準
法
第
六
条
第
五
項
に
規

定
す
る
構
造
計
算
適
合
性
判
定
に
準
じ
た
審
査
を
要
す
る
建
築
物
が
含
ま
れ
て
い
る
場
合
は
、

当
該
建
築
物
一
に
つ
き
二
の
表
二
の
項
区
分
の
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
額
の
欄
に

掲
げ
る
額
の
手
数
料
を
加
算
す
る
。
た
だ
し
、
知
事
が
構
造
計
算
適
合
性
判
定
に
準
じ
た
審
査

を
求
め
な
か
っ
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
一
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
し
、
同
日
以
後
に
な
さ
れ
た
長
期
優
良
住
宅
建

築
等
計
画
の
認
定
の
申
請
及
び
同
計
画
の
変
更
の
認
定
の
申
請
か
ら
適
用
す
る
。

岐
阜
県
地
域
グ
リ
ー
ン
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
基
金
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
一
年
七
月
十
四
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

岐
阜
県
条
例
第
六
十
一
号

岐
阜
県
地
域
グ
リ
ー
ン
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
基
金
条
例

(

設
置)
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第
一
条

地
球
温
暖
化
対
策
等
の
環
境
問
題
の
解
決
を
図
る
た
め
の
事
業
に
要
す
る
資
金
に
充
て
る
た

め
、
岐
阜
県
地
域
グ
リ
ー
ン
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
基
金(

以
下｢

基
金｣

と
い
う
。)

を
設
置
す
る
。

(

積
立
て)

第
二
条

基
金
と
し
て
積
み
立
て
る
額
は
、
一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
に
定
め
る
額
と
す
る
。

(

管
理)

第
三
条

基
金
に
属
す
る
現
金
は
、
金
融
機
関
へ
の
預
金
そ
の
他
最
も
確
実
か
つ
有
利
な
方
法
に
よ
り

保
管
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

基
金
に
属
す
る
現
金
は
、
必
要
に
応
じ
、
最
も
確
実
か
つ
有
利
な
有
価
証
券
に
代
え
る
こ
と
が
で

き
る
。

(

運
用
益
金
の
処
理)

第
四
条

基
金
の
運
用
か
ら
生
ず
る
収
益
は
、
一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
に
計
上
し
て
、
基
金
に
編
入

す
る
も
の
と
す
る
。

(

繰
替
運
用)

第
五
条

知
事
は
、
財
政
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
確
実
な
繰
戻
し
の
方
法
、
期
間
及
び
利

率
を
定
め
て
、
基
金
に
属
す
る
現
金
を
歳
計
現
金
に
繰
り
替
え
て
運
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(

目
的
外
の
取
崩
し)

第
六
条

知
事
は
、
基
金
に
属
す
る
現
金
を
預
貯
金
等(

預
金
保
険
法(
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
三
十

四
号)

第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
預
金
等
及
び
農
水
産
業
協
同
組
合
貯
金
保
険
法(

昭
和
四
十
八

年
法
律
第
五
十
三
号)

第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
貯
金
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。)

と
し
て
金
融

機
関
に
預
入
れ
し
、
又
は
信
託
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
金
融
機
関
に
係
る
保
険
事
故(

預

金
保
険
法
第
四
十
九
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
保
険
事
故
及
び
農
水
産
業
協
同
組
合
貯
金
保
険
法
第

四
十
九
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
保
険
事
故
を
い
う
。)

が
発
生
し
た
と
き
は
、
当
該
金
融
機
関
に

対
す
る
債
務(

借
入
金
に
係
る
債
務
及
び
保
証
契
約
に
基
づ
く
債
務
を
い
う
。)

と
当
該
預
貯
金
等

に
係
る
債
権
を
相
殺
す
る
た
め
、
基
金
を
取
り
崩
す
こ
と
が
で
き
る
。

(

委
任)

第
七
条

こ
の
条
例
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
基
金
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
知
事
が
定
め
る
。

附

則

(

施
行
期
日)

１

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

(

こ
の
条
例
の
失
効)

２

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
四
年
五
月
三
十
一
日
限
り
、
そ
の
効
力
を
失
う
。
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